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(57)【要約】
【目的】比較的正確にフォーカス・レンズの合焦位置を
決定する。
【構成】撮像シーン判別が行われ，風景撮像シーンの場
合には，通常の風景撮像シーン用のプログラム線図で決
定される絞り値よりも開放側の絞り値となるような開放
絞り優先風景撮像シーン用プログラム線図を用いて絞り
値が決定される。決定された絞り値で，フォーカス・レ
ンズが動かされながら，被写体が繰り返して撮像される
。得られた画像データのコントラスト・データのピーク
位置を与えるフォーカス・レンズ位置が合焦位置とされ
る。開放側絞りを用いてコントラスト・データが得られ
るので，ピーク位置を見つけやすく，比較的正確にフォ
ーカス・レンズの合焦位置を決定できる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二段ストローク・タイプのシャッタ・レリーズ・ボタン，
　撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返して撮像し，被写体像を表す画
像データを一定周期で出力する撮像手段，
　上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判別
する第１の撮像シーン判別手段，
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記撮像手段から出力さ
れる画像データを用いて露出量を算出する露出量算出手段，
　上記第１の撮像シーン判別手段によって風景撮像シーンと判別されたことに応じて，風
景撮像シーン用のプログラム線図によって決定される絞りよりも開放絞り側となるような
開放絞り優先プログラム線図を用いて，上記露出量算出手段によって算出された露出量に
対応する合焦制御用絞り値を決定し，上記第１の撮像シーン判別手段によって風景シーン
と判別されなかったことに応じて，判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて，
上記露出量算出手段によって算出された露出量に対応する合焦制御用絞り値を決定する合
焦制御用絞り値決定手段，
　撮像レンズ位置を動かしながら，上記合焦制御用絞り値決定手段によって決定された合
焦制御用絞り値で被写体を繰り返して撮像することにより上記撮像手段から出力される画
像データのコントラスト・データがピーク値となる位置に上記撮像レンズを位置決めする
合焦制御手段，
　上記合焦制御手段により位置決めされた撮像レンズ位置で被写体を撮像することにより
上記撮像手段から出力される画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判別す
る第２の撮像シーン判別手段，
　上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン用のプログラム線図を用
いて，上記露出量算出手段において算出された露出量に対応する記録撮像用絞り値を決定
する記録撮像用絞り値決定手段，および
　上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下に応じて，上記合焦制御手段により
位置決めされた撮像レンズ位置であって，かつ上記記録撮像用絞り値決定手段によって決
定された絞り値で被写体が撮像されることにより上記撮像手段から出力される画像データ
を記録媒体に記録する記録制御手段，
　を備えたディジタル・スチル・カメラ。
【請求項２】
　撮像手段が，撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返して撮像し，被写
体像を表す画像データを一定周期で出力し，
　第１の撮像シーン判別手段が，上記撮像手段から出力された画像データによって表され
る被写体像の撮像シーンを判別し，
　露出量算出手段が，シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記撮像
手段から出力される画像データを用いて露出量を算出し，
　合焦制御用絞り値決定手段が，上記第１の撮像シーン判別手段によって風景撮像シーン
と判別されたことに応じて，風景撮像シーン用のプログラム線図によって決定される絞り
よりも開放絞り側となるような開放絞り優先プログラム線図を用いて，上記露出量算出手
段によって算出された露出量に対応する合焦制御用絞り値を決定し，上記第１の撮像シー
ン判別手段によって風景シーンと判別されなかったことに応じて，判別された撮像シーン
用のプログラム線図を用いて，上記露出量算出手段によって算出された露出量に対応する
合焦制御用絞り値を決定し，
　合焦制御手段が，撮像レンズ位置を動かしながら，上記合焦制御用絞り値決定手段によ
って決定された合焦制御用絞り値で被写体を繰り返して撮像することにより上記撮像手段
から出力される画像データのコントラスト・データがピーク値となる位置に上記撮像レン
ズを位置決めし，
　第２の撮像シーン判別手段が，上記合焦制御手段により位置決めされた撮像レンズ位置
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で被写体を撮像することにより上記撮像手段から出力される画像データによって表される
被写体像の撮像シーンを判別し，
　記録撮像用絞り値決定手段が，上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された撮像
シーン用のプログラム線図を用いて，上記露出量算出手段において算出された露出量に対
応する記録撮像用絞り値を決定し，
　記録制御手段が，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下に応じて，上記合
焦制御手段により位置決めされた撮像レンズ位置であって，かつ上記記録撮像用絞り値決
定手段によって決定された絞り値で被写体が撮像されることにより上記撮像手段から出力
される画像データを記録媒体に記録する，
　ディジタル・スチル・カメラの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，ディジタル・スチル・カメラおよびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラ操作に不慣れなユーザであっても比較的簡単に合焦制御をできるように，カメラ
には自動合焦制御機能が備えられている。この自動合焦制御のほかにも被写体までの距離
を算出し，被写界深度と比較し，被写界深度外の撮影を禁止するもの（特許文献１），合
焦位置の距離情報を用いて適正な絞り値を算出するもの（特許文献２）などがある。
【特許文献１】特開平5-308567号公報
【特許文献２】特開2000-292680号公報
【発明の開示】
【０００３】
　撮像によって得られた画像データのコントラスト・データを用いて自動合焦制御が行わ
れる場合には，被写体が撮像され，得られた画像データから，その自動合焦制御における
撮像に用いられる絞り値が決定される。撮像レンズを動かしながら，その絞り値で被写体
を繰り返して得られる画像データのコントラスト・データのピーク値の位置が撮像レンズ
位置とされる。決定された撮像レンズ位置で被写体が撮像され，得られた画像データから
，記録のための撮像に用いられる絞り値が再び決定される。決定された絞り値で記録のた
めの撮像が行われる。
【０００４】
　絞り値が小さく（Ｆ値が小）開放側のときには，被写界深度が浅いために被写体像のぼ
けている部分とくっきりしている部分とがはっきりするためにコントラスト・データのピ
ーク値も分かりやすい。これに対して，絞り値が大きく（Ｆ値が大）絞っているときには
，被写界深度が深いために被写体像のぼけている部分とくっきりしている部分とがはっき
りしないためにコントラスト・データのピーク値が分かりにくい。自動合焦制御のときに
決定された絞り値が大きい場合には，その自動合焦制御のときに決定された撮像レンズ位
置が余り正確でないことがある。
【０００５】
　この発明は，比較的正確に撮像レンズ位置を決定することを目的とする。
【０００６】
　この発明によるディジタル・スチル・カメラは，二段ストローク・タイプのシャッタ・
レリーズ・ボタン，撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返して撮像し，
被写体像を表す画像データを一定周期で出力する撮像手段，上記撮像手段から出力された
画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判別する第１の撮像シーン判別手段
，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記撮像手段から出力さ
れる画像データを用いて露出量を算出する露出量算出手段，上記第１の撮像シーン判別手
段によって風景撮像シーンと判別されたことに応じて，風景撮像シーン用のプログラム線
図によって決定される絞りよりも開放絞り側となるような開放絞り優先プログラム線図を
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用いて，上記露出量算出手段によって算出された露出量に対応する合焦制御用絞り値を決
定し，上記第１の撮像シーン判別手段によって風景シーンと判別されなかったことに応じ
て，判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて，上記露出量算出手段によって算
出された露出量に対応する合焦制御用絞り値を決定する合焦制御用絞り値決定手段，撮像
レンズ位置を動かしながら，上記合焦制御用絞り値決定手段によって決定された合焦制御
用絞り値で被写体を繰り返して撮像することにより上記撮像手段から出力される画像デー
タのコントラスト・データがピーク値となる位置に上記撮像レンズを位置決めする合焦制
御手段，上記合焦制御手段により位置決めされた撮像レンズ位置で被写体を撮像すること
により上記撮像手段から出力される画像データによって表される被写体像の撮像シーンを
判別する第２の撮像シーン判別手段，上記第２の撮像シーン判別手段によって判別された
撮像シーン用のプログラム線図を用いて，上記露出量算出手段において算出された露出量
に対応する記録撮像用絞り値を決定する記録撮像用絞り値決定手段，および上記シャッタ
・レリーズ・ボタンの第二段階の押下に応じて，上記合焦制御手段により位置決めされた
撮像レンズ位置であって，かつ上記記録撮像用絞り値決定手段によって決定された絞り値
で被写体が撮像されることにより上記撮像手段から出力される画像データを記録媒体に記
録する記録制御手段を備えていることを特徴とする。
【０００７】
　この発明は，上記ディジタル・スチル・カメラに適した制御方法も提供している。すな
わち，この方法は，撮像手段が，撮像モードが設定されたことに応じて，被写体を繰り返
して撮像し，被写体像を表す画像データを一定周期で出力し，第１の撮像シーン判別手段
が，上記撮像手段から出力された画像データによって表される被写体像の撮像シーンを判
別し，露出量算出手段が，シャッタ・レリーズ・ボタンの第一段階の押下に応じて，上記
撮像手段から出力される画像データを用いて露出量を算出し，合焦制御用絞り値決定手段
が，上記第１の撮像シーン判別手段によって風景撮像シーンと判別されたことに応じて，
風景撮像シーン用のプログラム線図によって決定される絞りよりも開放絞り側となるよう
な開放絞り優先プログラム線図を用いて，上記露出量算出手段によって算出された露出量
に対応する合焦制御用絞り値を決定し，上記第１の撮像シーン判別手段によって風景シー
ンと判別されなかったことに応じて，判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて
，上記露出量算出手段によって算出された露出量に対応する合焦制御用絞り値を決定し，
合焦制御手段が，撮像レンズ位置を動かしながら，上記合焦制御用絞り値決定手段によっ
て決定された合焦制御用絞り値で被写体を繰り返して撮像することにより上記撮像手段か
ら出力される画像データのコントラスト・データがピーク値となる位置に上記撮像レンズ
を位置決めし，第２の撮像シーン判別手段が，上記合焦制御手段により位置決めされた撮
像レンズ位置で被写体を撮像することにより上記撮像手段から出力される画像データによ
って表される被写体像の撮像シーンを判別し，記録撮像用絞り値決定手段が，上記第２の
撮像シーン判別手段によって判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて，上記露
出量算出手段において算出された露出量に対応する記録撮像用絞り値を決定し，記録制御
手段が，上記シャッタ・レリーズ・ボタンの第二段階の押下に応じて，上記合焦制御手段
により位置決めされた撮像レンズ位置であって，かつ上記記録撮像用絞り値決定手段によ
って決定された絞り値で被写体が撮像されることにより上記撮像手段から出力される画像
データを記録媒体に記録するものである。
【０００８】
　この発明によると，被写体が撮像され，撮像された被写体像の撮像シーンを判定する第
１の撮像シーン判別処理が行われる。第１の撮像シーン判別処理において風景撮像シーン
と判別されると，通常の風景撮像シーン用のプログラム線図において決定される絞りより
も開放絞り側となるような開放絞り優先プログラム線図を用いて，合焦制御用絞り値が決
定される。風景撮像シーンではないと判別されると，判別された撮像シーン用のプログラ
ム線図を用いて，合焦制御用絞り値が決定される。決定された合焦制御用絞り値を用いて
撮像レンズを動かしながら，被写体が繰り返して撮像される。繰り返しの撮像により得ら
れた画像データのコントラスト・データがピーク値となる位置が合焦位置と決定され，撮
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像レンズが位置決めされる。その後，再び撮像シーン判別が行われ（第２の撮像シーン判
別），判別された撮像シーン用のプログラム線図を用いて記録のための撮像用の絞り値等
が決定される。決定された絞り値で被写体が撮像され，被写体像を表す画像データが記録
媒体に記録される。
【０００９】
　風景撮像シーンに用いられる通常のプログラム線図は絞り値が小さくなるように規定さ
れている。そのようにして決定された絞り値で，撮像レンズを動かしながら被写体を繰り
返して撮像されることにより得られる画像データのコントラスト・データは，ピーク値を
見つけにくく合焦位置を正確に見つけることが難しい。この発明によると，風景撮像シー
ンの場合には，通常の風景撮像シーン用のプログラム線図において決定される絞り値より
も開放側の絞り値となるような開放絞り優先プログラム線図を用いて合焦制御用絞り値が
決定されるので，合焦制御用絞り値を用いて被写体を繰り返して撮像することにより得ら
れる画像データのコントラスト・データのピーク値を見つけやすくなる。記録用の撮像時
に再び合焦制御を行わずとも比較的正確に撮像レンズ位置を決定でき，合焦制御できる。
【実施例】
【００１０】
　図１は，この発明の実施例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を
示すブロック図である。
【００１１】
　ディジタル・スチル・カメラの全体の動作は，ＣＰＵ30によって統括される。
【００１２】
　ディジタル・スチル・カメラには，撮像モード，再生モード，その他のモードを設定す
るモード設定スイッチ１が設けられている。モード設定スイッチ１から出力されたモード
設定信号は，ＣＰＵ30に入力する。ディジタル・スチル・カメラには，二段ストローク・
タイプのシャッタ・レリーズ・ボタン２も設けられている。シャッタ・レリーズ・ボタン
２の第一段階の押し下げを示す信号Ｓ１および第二段階の押し下げを示す信号Ｓ２もＣＰ
Ｕ30に入力する。
【００１３】
　ＣＣＤ５の前方には，ズーム・レンズ３およびフォーカス・レンズ４が光軸方向に移動
自在に設けられている。モータ・ドライバ７によって制御されるズーム・モータ６によっ
て，ズーム・レンズ３のズーム位置が決められる。また，モータ・ドライバ９によって制
御されるフォーカス・モータ８によってフォーカス・レンズ４の位置が決められる。
【００１４】
　モード設定スイッチ１によって，撮像モードが設定されると，ＣＣＤ５によって被写体
が繰り返して撮像され，被写体像を表す映像信号が一定周期で繰り返して出力される。被
写体像を表す映像信号がアナログ／ディジタル変換回路10に入力し，アナログ／ディジタ
ル変換回路10においてディジタル画像データに変換される。変換されたディジタル画像デ
ータは，画像入力コントローラ11を介して画像信号処理回路12に入力する。画像信号処理
回路12において，ガンマ補正，白バランス調整などの所定の信号処理が行われる。
【００１５】
　画像信号処理回路12から出力された画像データは，ＡＥ（自動露光）／ＡＦ（自動合焦
）検出回路16に入力する。ＡＥ／ＡＦ検出回路16において，入力した画像データから被写
体輝度が測光され，測光値（ＢＶ値）が算出される。また，ＡＥ／ＡＦ検出回路16におい
て，測光値から露出量（ＥＶ値）が算出される。算出された露出量を表すデータは，絞り
／シャッタ速度決定回路17に入力する。絞り／シャッタ速度決定回路17には，後述するよ
うに撮像シーンに適した複数のプログラム線図を表すデータが格納されており，プログラ
ム線図にもとづいて絞り（図示略）の絞り値，シャッタ速度（いわゆる電子シャッタ）が
決定される。また，ＡＥ／ＡＦ検出回路16において，入力した画像データのコントラスト
にもとづいて，フォーカス・レンズ４のレンズ位置が決定される。決定された露光量およ
びレンズ位置で被写体の撮像が繰り返される。さらに，ＡＥ／ＡＦ検出回路16において，
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決定されたフォーカス・レンズ４のレンズ位置にもとづいて被写体までの距離が算出され
る。
【００１６】
　ディジタル・スチル・カメラには，シーン判別回路18が設けられている。シーン判別回
路18は，撮像シーンを判別するものである。判別できる撮像シーンには，人物撮像シーン
，マクロ撮像シーン，風景撮像シーン，夜景撮像シーンなどがある。
【００１７】
　シーン判別回路18は，顔検出の機能も有している。画像信号処理回路12から出力された
画像データは，シーン判別回路18にも入力する。入力した画像データによって表される被
写体像に顔画像が含まれているかどうかが検出される。撮像された被写体像に顔画像が含
まれていることが検出された場合には，人物撮像シーンと判別される。
【００１８】
　また，シーン判別回路18には，ＡＥ／ＡＦ検出回路16において検出された測光値および
被写体までの距離をそれぞれ表すデータも入力する。人物撮像シーンで無い場合において
，被写体までの距離が数十ｃｍのときには，マクロ撮像シーンと判定される。露出量が十
数Ｅｖ以上のときには，風景撮像シーンと判定される。露出量が３～４Ｅｖ以下のときに
は，夜景撮像シーンと判定される。人物撮像シーン，マクロ撮像シーン，風景撮像シーン
および夜景撮像シーンのいずれのシーンも判別できなかったときには通常撮像シーンと判
別される。
【００１９】
　ディジタル・スチル・カメラには，上述のように絞り／シャッタ速度決定回路17が含ま
れている。複数のプログラム線図の中から，判別された撮像シーンに対応するプログラム
線図を用いて，露出量にもとづいて絞り値，シャッタ速度が決定される。
【００２０】
　画像信号処理回路12から出力された画像データは，圧縮処理回路13を通過して表示制御
回路14に与えられる。表示制御回路14によって画像表示装置15が制御されることにより，
繰り返して撮像される被写体像が画像表示装置15の表示画面に表示される。
【００２１】
　撮像モードが設定されている場合においてシャッタ・レリーズ・ボタン２の第二段階の
押し下げがあると，撮像によって得られた画像データは，圧縮処理回路13において圧縮さ
れてメモリ19に一時的に記憶される。画像データはメモリ19から読み出されてメディア・
コントローラ20によってメモリ・カードなどの記録メディア21に記録される。
【００２２】
　図２は，撮像レンズ位置とコントラスト・データとの関係を示している。
【００２３】
　フォーカス・レンズ２の位置を動かしながら，被写体を繰り返して撮像することより得
られた画像データから上述のＡＥ／ＡＦ検出回路16においてコントラスト・データが抽出
される。すると，グラフＧ１またはＧ２が得られる。
【００２４】
　グラフＧ１は，絞りが開放側（開放絞り，絞り値小）の場合に得られるものである。グ
ラフＧ２は，絞りが絞られている（小絞り，絞り値大）の場合に得られるものである。絞
りが開放側にあると，被写界深度が浅いので，被写体像がぼけている部分と鮮明な部分と
がはっきりと分かる。このために，グラフＧ１のピーク値がわかりやすくなる。たとえば
，開放絞りのときに得られるグラフＧ１のコントラスト・データのピーク値がＰ１であっ
たとすると，そのピーク値Ｐ１を与えるフォーカス・レンズ４の位置はＬ１と分かる。Ｌ
１の位置が合焦位置としてフォーカス・レンズ４が位置決めされる。
【００２５】
　これに対して，絞りが小絞りであると，被写界深度が深いので，被写体像がぼけている
部分と鮮明な部分がはっきりとは分かれない。このために，グラフＧ２のピーク値は分か
りにくくなる。たとえば，小絞りのときに得られるグラフＧ２のコントラスト・データの
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ピーク値がＰ２とすると，そのピーク値Ｐ２を与えるフォーカス・レンズ４の位置はＬ２
となる。しかし，グラフＧ２はなだらかなため，ピーク値Ｐ２自体を検出することもピー
ク値Ｐ２からフォーカス・レンズ４の位置Ｌ２を検出することも難しく，得られた位置Ｌ
２が正確に合焦位置を表していないことがある。このために，この実施例では，合焦位置
を検出する場合には，開放側の絞り値となるようなプログラム線図が用いられる。
【００２６】
　図３および図４は，風景撮像シーンの場合に合焦制御に用いる画像データを得るときの
絞り値，シャッタ速度を算出するプログラム線図の一例である。図３は通常の場合に利用
されるプログラム線図であり，図４はこの実施例に利用されるプログラム線図である。
【００２７】
　通常の風景撮像シーンでは近景から遠景までくっきりと撮像されることが好ましいから
，被写界深度が深くなるように絞りが決定される。このために，図３を参照して，通常の
場合は，絞り値が小絞り（絞り値が大）となるようなプログラム線図が規定されている。
たとえば，露出量が12ＥＶの場合には，シャッタ速度が７ＴＶまたは８ＴＶで，絞り値が
Ｆ5.6またはＦ8.0となるように決定される。これらのシャッタ速度および絞り値はシャッ
タ速度優先か絞り優先かによって決定される。
【００２８】
　これに対して，この実施例で利用されるプログラム線図は，図４を参照して，風景撮像
シーンであっても合焦制御のときには被写界深度が浅くなるように絞りが決定される。こ
のために，絞り値が開放側（絞り値が小）となるようなプログラム線図が規定されている
。たとえば，露出量が12ＥＶの場合には，シャッタ速度が10ＴＶで，絞り値がＦ2.8とな
るように決定される。絞り値が開放側となるようなプログラム線図にもとづいて絞り値が
決定され，その決定された絞り値で上述のように，フォーカス・レンズ４を動かしながら
被写体を撮像してコントラスト・データが得られる。得られるコントラスト・データのグ
ラフはピーク値を比較的検出しやすいものとなる。比較的正確に合焦位置を検出できる。
【００２９】
　図３に示すプログラム線図は，この実施例においては，人物撮像モード，夜景撮像モー
ドまたはマクロ撮像モードと判定された場合において，自動合焦制御のための撮像に用い
る絞り値を決定するときにも利用される。
【００３０】
　図５は，風景撮像シーンにおいて，記録用の撮像をするときの絞りを決定するのに利用
されるプログラム線図の一例である。
【００３１】
　風景撮像シーンでは，上述のように近景から遠景までピントが合うように小絞り（絞り
値大）となるようなプログラム線図が規定されている。このようなプログラム線図にもと
づいて決定される絞り値で被写体が撮像される。すると，近景から遠景までピントが合う
被写体像が記録される。
【００３２】
　図６は，人物撮像シーンまたはマクロ撮像シーンの記録時の撮像に用いられる絞りを決
定するために利用されるプログラム線図の一例である。
【００３３】
　人物撮像シーンの場合には人物が鮮明に撮像されるように，マクロ撮像シーンの場合に
も接写する被写体が鮮明に撮像されるように被写界深度は浅くされる。このために，図６
に示すように，開放側の絞りとなるようなプログラム線図が規定されている。
【００３４】
　図７は，夜景撮像シーンの記録時の撮像に用いられる絞りを決定するために利用される
プログラム線図の一例である。
【００３５】
　夜景撮像シーンの場合には被写体が暗い。このために絞りが開放側にされ，暗い被写体
であっても絞り値を決定できるよう低い露出量（ＥＶ値）でも決定できるようなプログラ
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ム線図が規定されている。
【００３６】
　図８および図９は，ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートであ
る。
【００３７】
　撮像モードが設定されると（ステップ41でＹＥＳ），被写体が繰り返して撮像され，被
写体像を表す画像データが一定周期で出力される（ステップ42）。上述のように，一回の
撮像ごとに出力される一駒分の画像データを用いて測光値算出，露出設定が撮像周期ごと
に行われ（ステップ43），表示される被写体像が撮像周期で切り替わる。また，撮像によ
り得られた画像データを用いて上述のように，第１の撮像シーン判別が行われる（ステッ
プ44）。撮像シーン判別は，可能であれば撮像周期にあわせて繰り返して行ってもよいし
，撮像周期よりも遅い周期で繰り返して行ってもよい。シャッタ・レリーズ・ボタン２の
第一段階の押下があるまで（ステップ45），ステップ42から44処理が繰り返される。シャ
ッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押下後も被写体はくり返して撮像される。
【００３８】
　シャッタ・レリーズ・ボタン２の第一段階の押下があると（ステップ45でＹＥＳ），被
写体を撮像することにより得られた画像データを用いて測光値（ＢＶ値）が算出される（
ステップ46）。得られた測光値から露出量（ＥＶ値）が算出される（露出量算出）（ステ
ップ47）。
【００３９】
　第１の撮像シーン判別において風景撮像シーンと判別されると（ステップ48でＹＥＳ）
，上述のように，開放側の絞り値となるような開放優先風景撮像シーン用プログラム線図
（図４参照）を用いて，自動合焦制御の撮像に用いられる絞り値（合焦制御用絞り値）が
決定される（ステップ49）。第１の撮像シーン判別において風景撮像シーンと判別されな
ければ（ステップ48でＮＯ），判別された撮像シーン用のプログラム線図であって，自動
合焦制御に用いられる絞り値を決定するためのプログラム線図（図６，図８または図10）
を用いて自動合焦制御の撮像に用いられる絞り値（合焦制御用絞り値）が決定される（ス
テップ50）。
【００４０】
　自動合焦制御に用いられる絞り値が決定すると，その決定された絞り値で，かつフォー
カス・レンズ４の位置が移動させられながら，被写体が繰り返して撮像される。撮像によ
り得られた画像データからコントラスト・データが抽出される。この繰り返しの撮像によ
り，図２に示したようにフォーカス・レンズ４の位置とコントラスト・データとの関係を
示すグラフが得られる。得られたグラフのピーク値を与えるフォーカス・レンズ４の位置
が合焦位置として決定される（合焦制御）（ステップ51）。
【００４１】
　決定された合焦位置にフォーカス・レンズ４が位置決めされて被写体が撮像される。撮
像により得られた画像データから第２の撮像シーン判別が行われる（ステップ52）。第２
の撮像シーン判別により撮像シーンが判別されると，判別された撮像シーンであって，記
録撮像用のプログラム線図を用いて，ステップ47で算出された露出量に対応する絞り値（
記録撮像用絞り値），シャッタ速度が決定される。ＩＳＯ感度を決定するようにしてもよ
い。
【００４２】
　シャッタ・レリーズ・ボタン２の第二段階の押下があると（ステップ54でＹＥＳ），決
定された絞り値，シャッタ速度，合焦レンズ位置で被写体が撮像される（ステップ55）。
撮像によって得られた画像データが記録メディア21に記録される（ステップ56）。
【００４３】
　上述の実施例では，自動合焦制御のための撮像（ステップ51）と第２の撮像シーン判別
のための撮像（ステップ52）とは別々に行っているが，自動合焦制御のための撮像により
得られた画像データを用いて第２の撮像シーン判別を行ってもよい。
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【００４４】
　また，上述の実施例では，合焦制御の撮像に用いるプログラム線図と記録用の撮像に用
いるプログラム線図とは別々のものを利用しているが，撮像シーンごとに共通のプログラ
ム線図を用いるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図２】コントラスト・データとフォーカス・レンズ位置との関係を示している。
【図３】通常風景撮像シーンＡＦ用プログラム線図の一例である。
【図４】開放絞り優先風景撮像シーンＡＦ用プログラム線図の一例である。
【図５】風景撮像シーン記録撮像用プログラム線図の一例である。
【図６】人物／マクロ撮像シーン記録撮像用プログラム線図の一例である。
【図７】夜景撮像シーン記録撮像用プログラム線図の一例である。
【図８】ディジタル・スチル・カメラの処理手順の一例である。
【図９】ディジタル・スチル・カメラの処理手順の一例である。
【符号の説明】
【００４６】
　２　シャッタ・レリーズ・ボタン
　５　ＣＣＤ
　16　ＡＥ／ＡＦ検出回路
　17　絞り／シャッタ速度決定回路
　18　シーン判別回路
　19　メモリ

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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